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死因は・・・不明（確かな事）・・・ 

集団的無知 1964 年 3 月深夜に 20 代後半の女性が帰宅する途中、自宅近くの路上

で暴漢に襲われ殺害された。 

犯人は 35分間の間に 3回もナイフで襲い、助けを求める彼女の声をかき消した。 

信じられない事に 38 人の隣人達はアパートの窓から見ていただけで警察に電話する

事すらしなかった。 

ニューヨークタイムスは長文の一面記事を発表、大きな論争となった。 

なぜ 38人もの善良な人たちがそのような状況で何もせずにいられたのか・・・ 

二人の心理学者は理由として「助けられそうな人が他に何人かいれば、一人一人の 

個人的な責任は少なくなるから、誰かが助けを呼ぶだろうと、皆が考えるから」 

～科学的な研究（トロントでの実験） 

居合わせた人が 1 人であれば 90％もの人が緊急の場面で援助するが、消極的な  

傍観者が 2 人含まれている場合は僅かに 16％しか援助しなかった、又田舎では援助

する傾向を減少させる条件の全てが少なく、都会では当たり前に存在している（混乱・

人の多さ・人間関係の希薄さ） 

～あなた自身が犠牲者にならない為に～ 

緊急事態だとはっきりしている状態で、手を貸さないといけないと確信すれば人は直ち

に反応するものです！そのためには群衆の中から一人の人を見つめて話しかけ・指さ

して「助けてください・救急車を呼んでください！」反応しなければ次の人へと・・・ 

～死に至る猿真似～ 

誰かの自殺が新聞の一面記事で報じられた後、飛行機が驚くべき率で墜落し始める

（約 10 倍）飛行機だけでなく自動車事故による死者も、但し自殺が新聞で報じられな

かった地域では急増しなかった。 

米国で 1947～68 年の自殺統計で一面に自殺の記事が出た後の２ヶ月間は普段より

平均で 58 人増えた、更に自殺報道には自殺した人と類似した人々の自殺を促し、恐

ろしいのは多くの無関係な人々が事故の巻き添えになっていることです。 

FBI の法医学専門家によると「国中で報道される事件が 1 つ起きる度に平均で 30 件

も同種の事件が発生する」と。 

～「自動的な行動に気を付ける」 

 “サクラ” と云われるもので 1820 年代オペラハウスの常連客によってビジネスとして

始められた、その商品は「拍手喝采」そして、いろんな業界に発展し、定着している。

「泣き手」「叫び手」「笑い手」イタリアでは “サクラ”の料金を示した広告もあり 「アン



コール 50 リラ」「物凄い歓声他は特別料金 ・・・」 

第 5章 好意～優しそうな顔をした泥棒 

～タッパーウエア・パーティの「返報性」～ 

最初にゲームが行われ参加者全員が景品を獲得「コミットメント」参加者は使った経験

から「便利性・新しい使い方」をみんなの前で話すように言われる。 

「社会的証明」自分と似たような人たちがこの品物を欲しがっているのだから良いもの

に違いない、と考えるようになる、これらはホステス役の主婦と参加者の社会的結びつ

きを利用する戦略が実に強力に働いている。 

ヨーロッパ・アジアで成功し今や 1日当たり 250万ドル超の売り上げ。 

～あなたを好きになるのはなぜ？～ 

その理由を考えてみよう「外見の魅力」はカチッ・サー反応。 

カナダ連邦選挙で研究し 1974 年外見の魅力的な候補者に、そうでない人の 2，5 倍

もの票を獲得、人事採用の面でも外見的魅力のある人は平均で１２～１４％高い給料

を受け取っている。 

ペンシルバニアの刑事裁判でも 74 人の男性被告の身体的魅力を評価して後で判決

記録を調べるとハンサムな男性の方がグーと軽い判決を言い渡されていた。 

損害賠償の判決でも補償額のえこひいきが数倍、男のペテン師がハンサムで、女の

詐欺師が美人なのも筋が通っている。 

～類似性～ 

私達は自分に似ている人を好みます、意見・性格特性・経歴・ライフスタイル等様々な

方法で私達と似ているように見せかけて、その目的を達成することが出来ます。 

第 6章 権威～導かれる服従 

～権威の持つ影響力の強さ～ 

ミリグラムという心理学者の実験で教師役を務めた参加者は壁を蹴り・金切り声をあげ

て懇願する「学習者」に対して強い危険な電気ショックを与え続けた（実際には電気は

流れていなかった、ショックを受けている演技をしていた）教師役は研究者からの指示

に従うことなく可能な限り強い苦痛を「学習者」に与え続けた。 

この研究に参加した 40 人のほぼ全員が「教師」としての自分の仕事を投げ出さなかっ

た「とても辛そうな叫び声」になった後でさえ「教師」としての仕事を続けた。 

39 人の精神科医によって予測させた回答では最後まで続けるのは千人に一人と予測

し、誰も実際の行動パターンを予測できなかった、また参加者の性格にも関係ないこと

がその後の実験でも明らかになった。 

～ミルグラムはその後の実験で研究者と犠牲者（学習者）の役割を変えて、研究者が

実験の停止を命じ犠牲者が勇敢にも「教師」に実験の続行を強行するようにした。 

その結果は明白で、更に強いショックを与えるようにするのが、仲間の参加者（犠牲者）

だった場合には参加者全員（教師）がそれを拒否した。 



政府が持つ一般国民がぞっとするほどの高いレベルの服従を引き出す力について 

心配している人々にとっては気のふさぐ結果です。 

～盲目的な服従の持つ魅力と危険性～ 

権威者の命令に服従すべきか否かについて私達が悩む事は滅多にないどころか大抵

の場合、ほとんど何も考えずにカチッ・サー方式で服従してしまいます。 

米国医学研究所によれば入院患者は少なくとも一日に一度は投薬ミスにさらされてい

ると、そうしたミスの多くは担当医に対する盲目的な服従に原因があり、担当医以外の

医師・看護婦・薬剤師たちは処方箋に疑問を持つことはないのです。 

研究者が電話越しに権威ある「医師」であることを示し、指示を与えた場合はまず  

内科・小児科・精神科病棟を担当している 22 の看護室に電話した、指示を受けた  

看護婦には支持がおかしいと疑うべき理由が 4つもあった。 

① 電話での指示 

② 薬自体認可されていなかった 

③ 服用量は危険なほどに多かった 

④ 看護婦は電話で指示してきた男性と会ったことも話したこともなかった。 

それにも拘わらず９５％の事例で指示された通りに実行しようとした。   

～服装～ 

警察の詐欺ファイルには“素早い変装の手口”の記録があふれている。「病院の白衣」

「協会の黒い服」「警察の青い服」等制服での服従率は９２％にもなっている。 

更に上品で地味な三つ揃えのスーツ・銀行の検査官・警備員の服装など礼儀正しさの

詐欺の組み合わせで独り暮らしの高齢者は狙われやすい。 

～防御法～ 

権威者の指示に従うべき時と、そうすべきでない時と区別が付けられるようにすること

（騙されやすい服装・高級車使用など状況判断に迷わされない事です） 

 

                                                 （ 完 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


